
















森鷗外のドイツ三部作のひとつとして知られる「うたかたの記」は、1890（明 23）年 1 月に発表

















たルートヴィヒ 2 世の死が浪漫的な伝奇へと化している。 









































































































































































































































































































































































































































巻・頁を示す（たとえば［23;258］は第 23 巻 258 頁）。なお「うたかたの記」の引用は、『水沫集』






























田中実 1997「「うたかたの記」の構造」、平川祐弘・平岡敏夫・竹盛天雄編『講座森鷗外第 2 巻 鷗
外の作品』新曜社、pp.35-56。 
千葉俊二 1984「露伴と鷗外―露伴の「うたかたの記」評をめぐって―」、長谷川泉編『森鷗外の断


























2 『新著月刊』第 8 号、1897 年 11 月、原題は「自作小説の材料」。 
3 また上野芳喜は、音楽家（バイオリニスト）を主人公とする、鷗外訳『埋木』（シュビン作、『しがらみ
草紙』第 7 号、1890 年 4 月）＝「芸術家小説」を、「うたかたの記」創作の一材料と見ている［上野芳
喜:2013］。 
4 たとえば、1879（明 12）年設立の「音楽取調掛」が、「東京音楽学校」に改組されたのは 1887（明 20）
年、そこに当時唯一の専用コンサートホール「奏楽堂」が建設されたのは 1890（明 23）年のことであっ
た。なお、幕末以降、「奏楽堂」での日本人によるオペラ上演（グルック《オルフォイス》、1903 年 7 月
23 日）までのオペラ移入史については、［増井敬二:2003,12-40］を参照。 
5 なお須田喜代次は、鷗外・三木竹二共訳の戯曲「調高矣洋絃一曲」（カルデロン作、『読売新聞』1889 年
1 月 3 日連載開始、初出時の題は「音調高洋筝一曲」）について、作品掲載時の読者はギターを見聞きし
ていないはずであり、「その意味で「洋絃」は謂わば早すぎた楽器だったということになる。その音色を
鷗外は本作から響かそうというのである。」と指摘している。 





8 鷗外は、「浦島の初度の興行に就て」（『歌舞伎』第 33 号、1903 年 2 月）で、作品とオペラの関係を否定
した。他方、当時多くの評者がオペラの観点から作品を語っているように、鷗外にも意識するところが
あったものと推測される［平高典子:1990,伊藤由紀:2012,井戸田総一郎:2012,211］。 
9 『音楽新報』第 3 巻 10 号、1906 年 11 月。 
10 「楽劇材料」と題され、前記全集第 37 巻に収録。 
11 『しがらみ草紙』第 29 号、1892 年 2 月、原題は「其十 思軒居士が耳の芝居目の芝居（歌舞伎新報第
千三百二十一号）」。 




み草紙』第 1 号、1889 年 10 月）といった、演劇改良論上の判断があったとも考えられる。 
14 『国民之友』第 50 号、1889 年 5 月、原題は「「文学ト自然」ヲ読ム」。『しがらみ草紙』第 28 号、1992
年 1 月に再掲される際、大幅に改稿された。 
15 『しがらみ草紙』第 24 号、1891 年 9 月、原題は「其一 逍遙子の新作十二番中既発四番合評、梅花詞
集及梓神子（読売新聞）」。 
16 『しがらみ草紙』第 14 号、1890 年 11 月。 
17 『しがらみ草紙』第 2 号、1889 年 11 月、原題は「現代諸家の小説論を読む」。 
18 初出「「文学ト自然」ヲ読ム」では、「彫工ノ斧斤、画師ノ丹青ヨリ小説家ノ筆ニ至ルマデ一トシテ然ラ
ザルナシ」［38;463］というように、絵画造形芸術と留保なく並べられていた。 








21 水沫子（石橋忍月）「うたかたの記」（『国民之友』第 98 号、1890 年 10 月）、賽婆須蜜「うたかたの記を










本稿は JSPS 科研費（15K02103）による研究成果の一部である。 
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